
一
般

質
問

人員配置に苦慮あり現状維持で

20時まで延長保育拡大の考えは

役
場
内
で
の
、
父
親

の
育
休
取
得
状
況
は
。

総
務
部
長
▼
対
象
者

26
人
で
取
得
者
9
人
、

取
得
率
34
・
６
％
。

町
内
で
外
出
時
の
お

む
つ
替
え
、
授
乳
で

き
る
場
所
の
設
置
状
況
と

周
知
は
。

感
染
症
対
策
担
当
参

事
▼
民
間
で
「
マ
マ

パ
パ
マ
ッ
プ
」
の
ア
プ
リ

で
地
図
上
に
示
さ
れ
、
設

置
状
況
を
紹
介
。

フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
一
時

預
か
り
状
況
は
。

住
民
こ
ど
も
部
長
▼

フ
ァ
ミ
サ
ポ
ル
ー
ム

の
ほ
か
、
児
童
館
、
ほ
っ

と
館
、
図
書
館
、
援
助
会

員
宅
で
、
１
か
月
間
で
１

１
７
件
の
利
用
。

菱
池
保
育
園
以
外
で

も
20
時
ま
で
の
延
長

保
育
拡
大
は
で
き
な
い
か
。

人
員
配
置
に
苦
慮
し

て
い
る
状
況
で
、
当

面
は
現
状
維
持
。

０
歳
か
ら
２
歳
児
ま

で
の
保
育
料
無
償
化

は
出
来
な
い
か
。

住
民
税
非
課
税
世
帯

は
無
償
、
多
子
軽
減

措
置
を
実
施
。

　
保
育
料
無
償
化
は
国
の

動
き
を
注
視
し
た
い
。

給
食
費
の
完
全
無
償

化
の
考
え
は
。

県
内
で
は
、
新
城
市
、

東
浦
町
、
東
栄
町
、

豊
根
村
で
実
施
。

　
令
和
５
年
度
の
主
食
費

無
償
化
か
ら
取
り
組
み
、

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

大
草
広
野
地
区
構
想

に
、
健
常
者
と
障
が

い
者
が
自
然
と
触
れ
合
う

場
所
を
設
置
す
る
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長
▼
民

間
の
児
童
発
達
支
援

施
設
を
予
定
で
、
障
が
い

に
関
す
る
理
解
促
進
を
進

め
た
い
。

中
央
の
広
場
に
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
多

目
的
に
利
用
で
き
る
若
者

の
居
場
所
と
し
て
の
建
築

物
を
。小

中
高
校
生
の
居
場

所
と
し
て
の
活
用
は
、

本
構
想
を
具
体
化
す
る
時

の
参
考
に
し
た
い
。

大
草
広
野
地
区
の
福

祉
ゾ
ー
ン
設
置
の
進

め
方
は
。

町
長
▼
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
移
転

を
中
心
に
、
周
辺
医
療
施

設
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

幸
田
町
の
福
祉
施
策
の
あ

る
べ
き
姿
を
実
現
で
き
る

よ
う
、
構
想
を
練
り
上
げ

た
い
。

　
幸
田
町
は
人
口
５
万
人

を
目
標
に
、
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
い
る
。
町
長
が
表

明
し
た
「
６
つ
の
備
え
」

の
内
、
少
子
化
の
備
え
を

中
心
に
問
う
。

幸
田
町
に
お
け
る
出

生
数
の
推
移
は
。

感
染
症
対
策
担
当
参

事
▼
平
成
29
年
度
４

４
７
人
、
30
年
度
４
２
９

人
、
令
和
元
年
度
４
２
４

人
、
２
年
度
３
８
３
人
、

３
年
度
３
６
２
人
と
減
少
。

育
児
に
不
安
を
持
つ

人
の
支
援
は
。

子
育
て
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
相
談
支
援
を

実
施
。妊

産
婦
用
タ
ク
シ
ー

補
助
事
業
の
利
用
状

況
は
。令

和
４
年
４
月
か
ら

５
年
２
月
ま
で
の
期

間
で
５
件
。

稲
い な

吉
よ し

 照
て る

夫
お

 議員
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一
般

質
問

安全安心な広田川改修整備を

町民生活充実寄与の形を目指す

い
の
か
。

下
流
か
ら
河
川
改
修

が
進
み
、
当
該
箇
所

に
到
達
す
れ
ば
補
強
改
修

さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。

菱
池
遊
水
地
の
平
時

の
利
活
用
は
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

サ
ッ
カ
ー
場
２
面
を

中
心
と
し
た
、
緑
地

運
動
公
園
に
し
た
い
と
、

県
に
申
し
入
れ
て
い
る
。

平
時
に
運
動
公
園
と

し
て
利
用
す
る
場
所

は
、
湛た
ん
水す
い
頻
度
の
見
積
り

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ゾ
ー
ン
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

各
エ
リ
ア
の
湛
水
頻

度
を
見
積
り
、
利
活
用
を

協
議
し
て
い
る
。

　
今
後
は
各
エ
リ
ア
の
湛

水
頻
度
を
勘
案
し
、
問
題

な
い
よ
う
計
画
策
定
す
る
。

菱
池
遊
水
地
ア
ク
セ

ス
道
路
は
、
今
後
観

音
橋
架
け
替
え
が
あ
れ
ば
、

こ
れ
を
利
用
し
た
新
観
音

橋
ル
ー
ト
は
あ
る
の
か
。

新
観
音
橋
へ
の
架
け

替
え
の
際
に
は
、
前

田
橋
南
信
号
交
差
点
～
丸

田
踏
切
～
新
観
音
橋
ル
ー

ト
の
検
討
を
進
め
た
い
。

広
田
川
が
安
全
安
心

に
な
る
よ
う
、
河
川

改
修
整
備
を
。

治
水
安
全
な
河
川
は

も
ち
ろ
ん
、
遊
水
地

の
平
時
の
利
活
用
も
、
町

民
生
活
充
実
に
寄
与
す
る

形
を
目
指
し
て
進
め
た
い
。

　
大
河
ド
ラ
マ
『
ど
う
す

る
家
康
』
効
果
の
活
用
を

問
う
。こ

の
ド
ラ
マ
に
対
す

る
、
本
町
の
認
識
は
。

環
境
経
済
部
長
▼
本

町
ゆ
か
り
の
武
士
が

登
場
し
て
い
る
。
町
の
知

名
度
ア
ッ
プ
、
新
た
な
観

光
ス
ポ
ッ
ト
の
創
出
等
の

き
っ
か
け
と
な
り
得
る
。

本
町
と
ゆ
か
り
の
三

河
武
士
、
夏な
つ

目め

吉よ
し

信の
ぶ

、

平ひ
ら
岩い
わ
親ち
か
吉よ
し
を
、
ほ
と
ん
ど

の
町
民
は
知
ら
な
い
。
そ

の
点
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

教
育
部
長
▼
幸
田
町

ゆ
か
り
の
人
物
に
焦

点
を
当
て
、
こ
の
旬
な
時

期
に
講
座
等
の
事
業
を
進

め
て
い
く
。

有
名
な
先
生
を
招
き
、

『
ど
う
す
る
家
康
と

幸
田
町
ゆ
か
り
の
三
河
武

士
』
等
の
題
目
で
、
講
演

会
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
。

文
化
振
興
協
会
と
相

談
し
、
広
い
ホ
ー
ル

を
活
用
し
て
で
き
な
い
か

考
え
て
い
る
。

今
年
の
彦
左
ま
つ
り

で
、
大
河
ド
ラ
マ
放

映
記
念
と
し
て
、
夏
目
吉

信
と
平
岩
親
吉
の
特
別
ゲ

ス
ト
参
加
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長
▼
良

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ

り
、
主
催
者
の
商
工
会
と

協
議
し
検
討
し
て
い
く
。

せ
っ
か
く
の
『
ど
う

す
る
家
康
』
効
果
を
、

町
は
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

立
場
か
ら
活
用
や
効

果
を
考
え
、
広
報
や
イ
ベ

ン
ト
等
で
周
知
し
て
い
く
。

　
広
田
川
の
河
川
改
修
は
、

本
流
の
河
道
改
修
と
菱
池

遊
水
地
に
よ
る
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
安
全
安

心
な
広
田
川
の
改
修
整
備

を
問
う
。

広
田
川
本
流
の
河
道

改
修
は
、
ど
う
進
め

る
の
か
。

建
設
部
長
▼
令
和
８

年
の
菱
池
遊
水
地
完

成
に
合
わ
せ
て
進
め
て
い

る
。
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫も

実
施
す
る
。

広
田
川
萱か

や
堂ど
う
地
区
の

堤
防
強
化
は
必
要
な

都
つ

築
づ き

 幸
ゆ き

夫
お

 議員

『
ど
う
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家
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』

効
果
の
活
用
は

ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム

立
場
か
ら
考
え
る
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改修整備が進む広田川（菱池排水機場付近）
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